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はじめに 

 

平成 18 年３月 20 日に旧三国町、旧丸岡町、旧春江町、旧坂井町は、地理的・歴史的特性を

共有しつつ、地域の特性を活かしながらより広域的な視点でまちづくりを推進していくことを

目指して合併し「坂井市」が誕生しました。 

坂井市発足後も旧４町時代に整備してきた公民館や図書館など、２７１の公共施設はそのまま

坂井市へと引き継がれましたが、これらの施設には同じような目的で建設されたものが複数存

在しています。また、施設の約半数近くが３０年以上の年数を経過していることから、近年、

老朽化が進行し維持管理にかかる費用も増加傾向にあります。さらに１０年～２０年後には大

規模な改修や改築しなければならない時期が確実に到来することも想定されています。厳しさ

の続く財政状況下において、こうした施設をどのように維持し、或いは新たに整備していくの

か、これからの市政運営にとっても極めて大きな問題であることは言うまでもありません。 

 一方では、東日本大震災における未曾有の災害の教訓から、安全安心なまちづくりへの早急

な対策が求められています。市民生活の生命・財産に係わる安全安心の確保は、行政が行うべ

き最も基本的な責務であります。そのような中で、市では小中学校の耐震化を最重要施策とし

て位置付け整備を進めているところで、平成２７年度の完了を目指しています。 

こうした視点から市では、市民の皆さんに日頃からご利用いただいている公共施設について、

利用状況や維持管理経費に関すること、さらには市全体の財政状況を含めて、もっと広く市の

現状を知ってもらおうと『公共施設マネジメント白書』を作成しました。『公共施設マネジメ

ント白書』では、市内各所に存在する多くの公共施設について、施設利用の実態や稼動、コス

ト状況など、これまで可視化されていなかった情報を施設単位で明確にするとともに、当白書

の特徴の一つでもある「今後の施設のあり方・改善の方向性」をお示しさせていただきました。 

時代は今、分権型社会への転換を求めています。坂井市においても、さまざまな行政情報を

市民の皆さんに公表しつつ、地域の課題は地域の権限と責任で解決していくという、自己決定・

自己責任による真の住民自治の実現に向けた取り組みを進めていく中で、公共施設という行政

と市民の共有財産を「協働」によって、長く有効的に活用していきたいと考えておりますので、

ご理解とご協力を心よりお願い申し上げます。 

 

平 成 ２ ４ 年 ３ 月  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


